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平成２１年度 揮発性有機化合物（ＶＯＣ）対策功労者の取組報告書 
 

 
部門 自主的取組・規制関連部門  
企業名 住友重機械工業株式会社 事業所名 横須賀製造所 
事業所の概要 船舶建造、精密鍛造品製造、レーザ加工機器製造、精密位置決め装置製造 

事業所の所在地 〒237-8555 神奈川県横須賀市夏島町１９ 

担当部署名 住友重機械マリンエンジニアリング（株）製造本部 

取組の名称 船舶塗装におけるＶＯＣ物質の大気排出量の削減 

取組の概要 船舶の塗装時に、ＶＯＣ物質であるトルエン、キシレン、エチルベンゼンを

主とする塗料の溶剤が、大気に排出されている。 

ＶＯＣ物質の大気への排出量の削減の為、ＶＯＣ除去装置の新設、低溶剤塗

料の使用範囲の拡大、塗装効率向上等によりＶＯＣ排出量の削減を計画した。 

取組の内容 １．ＶＯＣ対策実施の背景 

法律改正に基づく排出濃度規制および、住友重機械グループの環境方針に

基づくＶＯＣ排出量の削減への対応が必要となった。 

 

２．目的 

 排出規制値を遵守すると同時に、住友重機械グループのＶＯＣ排出量削減

目標（排出量を平成２２年度までに平成１８年度比３０％削減：生産量に

比例する塗料使用量から発生するＶＯＣ物質の大気排出量割合の削減を目

標として設定した。）を達成することを目的とした。  

 

３．内容 

１）ＶＯＣ除去装置設置によるＶＯＣ排出量の削減 

新設した屋内塗装工場（３棟）で、ＶＯＣ除去装置（除去率９５％）を

設置し効果を確認。既存の屋内塗装施設（５棟）にも同装置を追設し、

ＶＯＣ排出量を削減した。 

２）低溶剤塗料の使用によるＶＯＣ排出量の削減 

  顧客に低ＶＯＣ塗料を提案し、採用範囲を拡大することにより、ＶＯＣ

排出量を削減する事に努めた。 

３）塗装効率向上によるＶＯＣ排出量の削減 

屋内塗装工場を新設（３棟）し、屋内塗装化による塗装品質及び塗装効

率の向上並びに、塗装技能向上による塗料使用量の削減を図った。 

４）無溶剤塗料の使用によるＶＯＣ排出量の削減 

  現状、高度な防食性能が不要な室内塗装について、水溶性塗料の使用を

検討中。  
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取組の効果 １）ＶＯＣ除去装置設置によるＶＯＣ排出量の削減 

  ＶＯＣ除去量装置を稼動させる事により、平成２０年度においてＶＯＣ

排出量の排出割合を７４.４％とし、平成１８年度比で、約８％の削減・

改善を図った。 

VOC物質取扱量 VOC物質排出量 排出割合

平成１８年度 ４８２ .５トン ３９６.９トン ８２.３％

平成１９年度 ４２３ .７トン ３４９.４トン ８２.５％

平成２０年度 ５３２ .７トン ３９６.５トン ７４.４％
 

 

２）低溶剤塗料の使用によるＶＯＣ排出量の削減 

低溶剤塗料の使用を客先に積極的に提案し、使用塗料の約６５％を低溶

剤塗料へ変更した。 

３）塗装効率向上によるＶＯＣ排出量の削減 

  屋内塗装化率を５０％より７０％へ向上した事により、塗料使用計画量

に対する使用実績を約１０％削減した。 

 
 
【参考資料】 
 
■新設塗装工場概観 

     
 
■ＶＯＣ除去装置設置概観 

      


